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国
民
健
康
保
険
料
率
の
県
下
統
一
に
向
け

�

今
後
の
本
市
保
険
料
の
在
り
方
は

小学校給食の無償化
財源確保が大きな課題
国の動向を注視

水道事業会計決算
令和６年度以降は赤字予測
健全経営に向けて審議

大蔵海岸を世界一の海岸へ
他市と差別化し全ての人に
やさしい施設整備に取り組む

ふね遺産の登録など
明石型生船の認知度向上へ
文化資源を次世代につなぐ

過去最多を更新
本市の不登校児童生徒
支援の取り組みは

問�　
国
民
健
康
保
険
料
率
の

県
下
統
一
に
向
け
た
本
市

保
険
料
の
在
り
方
を
聞
く
。

答�　
国
民
健
康
保
険
制
度
は
、

被
保
険
者
に
高
齢
者
等
が

多
く
医
療
費
が
高
い
た
め

保
険
料
負
担
が
重
い
課
題

や
被
保
険
者
数
減
少
に
よ

り
小
規
模
保
険
者
の
財
政

運
営
が
不
安
定
に
な
る
リ

ス
ク
か
ら
、
平
成
30
年
度

か
ら
県
が
財
政
運
営
の
主

体
と
な
り
制
度
の
安
定
化

問�　
昨
年
度
の
本
市
の
不
登

校
児
童
生
徒
は
９
４
０
人

で
過
去
最
多
を
更
新
し
た
。

支
援
の
在
り
方
と
し
て
、

問�　
令
和
５
年
度
水
道
事
業

会
計
決
算
に
つ
い
て
市
の

見
解
は
。

答�　
同
決
算
の
損
益
計
算
書

上
、
最
終
損
益
は
、
純
利

益
約
４
億
１
６
０
０
万
円

と
な
っ
た
が
、
４
年
度
か

ら
約
５
千
万
円
減
少
し
た
。

ま
た
、
水
道
事
業
の
本
業

部
分
で
あ
る
営
業
損
益
は
、

約
１
億
５
千
万
円
の
営
業

損
失
で
、
２
年
連
続
の
赤

字
と
な
っ
た
。

　

�　
今
後
も
原
材
料
費
、
労

務
費
な
ど
の
上
昇
や
、
水

源
転
換
に
伴
う
受
水
費
の

増
加
な
ど
が
見
込
ま
れ

る
た
め
６
年
度
は
赤
字

決
算
を
想
定
し
て
お
り
、

７
年
度
以
降
も
赤
字
幅

は
年
次
的
に
拡
大
す
る

と
予
測
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、大
規
模
な
建
設・

更
新
に
係
る
投
資
が
今

後
も
控
え
て
お
り
、
財

源
を
企
業
債
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

�　
水
道
事
業
の
健
全
経
営

に
向
け
、
明
石
市
上
下
水

道
事
業
経
営
審
議
会
で
水

道
料
金
の
在
り
方
や
企
業

債
借
り
入
れ
の
適
正
水
準
、

水
道
事
業
の
あ
る
べ
き
将

来
像
な
ど
、
諸
課
題
を
総

合
的
に
審
議
し
て
い
く
。

が
大
き
い
な
ど
の
課
題
が

あ
る
。チ
ー
ム
担
任
制
は
、

複
数
学
級
等
を
一
つ
の
チ

ー
ム
と
し
教
科
担
任
と
学

級
担
任
を
担
当
す
る
。
業

務
が
分
散
さ
れ
、
担
任
が

に
展
示
し
な
い
か
。

答�　
明
石
型
生
船
は
、
発
動

機
を
付
け
た
鮮
魚
運
搬
船

で
、
明
治
38
年
に
明
石
の

中な
か
部べ

幾い
く
次じ

郎ろ
う
が
開
発
し
、

そ
の
後
の
漁
船
の

動
力
化
に
大
き
く

寄
与
し
た
。
昨
年

40
年
以
上
活
躍
し

て
い
た
最
後
の
生

船
が
解
体
さ
れ
、

そ
の
部
品
の
一
部

や
当
時
の
写
真
、

航
海
記
録
等
を
文

化
博
物
館
で
保
管

し
て
い
る
。今
後
、

造
船
工
程
や
発
動
機
の
製

造
工
程
の
写
真
、
生
船
流

通
の
記
録
な
ど
の
資
料
も

新
た
に
収
集
し
、
同
館
で

の
公
開
も
順
次
行
い
な
が

問�　
チ
ー
ム
担
任
制
に
つ
い

て
市
の
認
識
を
問
う
。

答�　
小
学
校
は
現
在
、
学
級

担
任
制
を
基
本
と
し
て
い

る
が
、
担
任
が
一
人
で
学

級
を
担
う
た
め
業
務
負
担

問�　
明
石
市
の
商
業
や
工
業

の
礎
を
築
い
た
明
石
型
生な
ま

船せ
ん
を
本
市
の
産
業
遺
産
と

し
て
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
ふ
ね
遺
産

に
登
録
し
、
文
化
博
物
館

を
図
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

�　
令
和
２
年
度
か
ら
６
年

度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
や
物
価
高

騰
等
、
市
民
生
活
に

影
響
を
及
ぼ
す
事
態

が
続
い
た
た
め
平
成

30
年
度
以
降
、
結
果

的
に
保
険
料
率
を
据

え
置
き
収
支
不
足
は

基
金
を
活
用
し
て
き

た
。
今
後
も
据
え
置

く
と
基
金
残
高
は
さ

ら
に
減
少
す
る
た
め
、
令

和
７
年
度
以
降
の
保
険
料

率
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　

�　
市
と
し
て
県
下
の
保
険

料
率
統
一
に
よ
り
保
険
料

負
担
の
急
激
な
増
加
が
な

い
よ
う
基
金
を
計
画
的
に

活
用
し
、
安
定
し
た
運
営

を
図
り
た
い
。

問�　
全
国
的
に
広
が
る
小
学

校
給
食
無
償
化
の
実
現
に

つ
い
て
本
市
の
見
解
は
。

答�　
本
市
は
、
子
育
て
支
援

お
よ
び
教
育
環
境
の
充
実

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に

教
育
費
の
負
担
が
大
き
い

中
学
生
の
い
る
世
帯
の
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
、
令

和
２
年
度
か
ら
中
学
校
給

食
を
無
償
化
し
て
お
り
、

今
年
度
は
約
３
億
４
千
万

円
の
予
算
を
計
上
し
て
い

る
。
ま
た
、
物
価
高
騰
に

直
面
す
る
中
、
給
食
の
質

や
量
の
維
持
と
保
護
者
に

新
た
な
負
担
を
求
め
な
い

よ
う
食
材
費
の
物
価
上
昇

相
当
分
と
し
て
今
年
度
予

算
に
小
学
校
給
食
１
食
あ

た
り
37
円
、
約
１
億
２
千

万
円
、
中
学
校
給
食
１
食

あ
た
り
44
円
、
約
６
千
万

円
を
公
費
助
成
し
て
い
る
。

　

�　
小
学
校
給
食
の
無
償
化

に
は
年
間
約
９
億
円
が
必

要
と
な
り
、
財
源
確
保
が

大
き
な
課
題
で
あ
る
。
今

年
６
月
に
学
校
給
食
の
無

償
化
に
係
る
調
査
結
果
を

公
表
し
た
国
の
動
向
も
踏

ま
え
な
が
ら
、
施
策
の
優

先
度
や
財
政
状
況
等
を
総

合
的
に
考
慮
し
て
い
く
。

問�　
大
蔵
海
岸
が
世
界
一
の

海
岸
と
な
る
た
め
、
誰
も

が
波
打
ち
際
ま
で
行
く
こ

と
が
で
き
る
歩
道
の
整
備

や
、
更
衣
室
、
ト
イ
レ
、

授
乳
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
設

置
が
で
き
な
い
か
。

答�　
大
蔵
海
岸
の

波
打
ち
際
近
く

ま
で
歩
道
を
整

備
す
る
に
は
既

存
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ス
ロ
ー
プ

か
ら
歩
道
を
延

長
す
る
工
事
が

必
要
で
あ
る
。

砂
浜
は
波
浪
を

軽
減
さ
せ
、
高

潮
な
ど
の
自
然

災
害
か
ら
人
命

や
財
産
を
守
る
重
要
な
役

割
が
あ
る
た
め
、
波
打
ち

際
ま
で
の
歩
道
整
備
は
難

し
い
が
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
の
視
点
か
ら
他
市
の
整

備
事
例
を
調
査
・
研
究
し

て
い
く
。

　

�　
大
蔵
海
岸
に
設
置
す
る

更
衣
室
や
ト
イ
レ
、
授
乳

ス
ペ
ー
ス
な
ど
は
、
利
用

す
る
全
て
の
人
に
と
っ
て
、

や
さ
し
い
施
設
と
な
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
現
状

分
析
を
行
い
、
競
合
す
る

他
市
の
海
岸
と
一
層
の
差

別
化
を
図
り
な
が
ら
、
大

蔵
海
岸
が
世
界
一
の
ビ
ー

チ
ス
ポ
ッ
ト
と
な
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

 

学
級
担
任
を
固
定
し
な
い
チ
ー
ム
担
任
制

�

本
市
の
取
り
組
み
は 平成 30 年度から保険料率を据え置き

本市の産業遺産である明石型生船

抱
え
る
悩
み
や
ス
ト
レ
ス

を
複
数
の
教
員
と
共
有
で

き
、
児
童
や
保
護
者
と
の

人
間
関
係
を
う
ま
く
構
築

で
き
な
い
等
の
不
安
を
持

つ
教
員
に
も
効
果
的
で
あ

る
。
一
方
、
時
間
割
の
編

成
が
煩
雑
、
担
当
教
科
に

よ
り
教
員
の
専
門
性
が
生

か
さ
れ
な
い
等
の
課
題
も

あ
る
。
教
育
委
員
会
と
し

て
学
校
運
営
の
一
つ
の
手

段
と
考
え
る
が
、
モ
デ
ル

校
の
取
り
組
み
の
成
果
と

課
題
か
ら
得
ら
れ
る
効
果

を
児
童
や
保
護
者
、教
員
、

学
校
運
営
面
等
か
ら
検
証

し
、
各
学
校
の
教
育
目
標

の
達
成
に
向
け
チ
ー
ム
担

任
制
を
よ
り
良
く
活
用
で

き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

ま
ず
は
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

施
策
を
行
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
本
市
の
不
登
校

支
援
の
取
り
組
み
を
聞
く
。

答�　
本
市
と
し
て
も
ニ
ー
ズ

調
査
の
重
要
性
は
認
識
し

て
お
り
、
調
査
内
容
や
実

施
時
期
を
含
め
今
後
検
討

し
て
い
く
。
今
年
度
は
、

市
内
全
中
学
校
13
校
に
加

え
、
新
た
に
小
学
校
７
校

に
校
内
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

を
設
置
し
、
居
場
所
サ
ポ

ー
タ
ー
を
配
置
し
た
。
今

後
は
全
小
中
学
校
へ
の
設

置
に
向
け
取
り
組
む
と
と

も
に
、
児
童
生
徒
が
安
心

し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
を

校
内
に
設
置
す
る
目
的
や

方
向
性
の
周
知
に
努
め
る
。

　

�　
な
お
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
支
援
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
や
面
談
、
デ
ジ
タ

ル
教
材
の
提
供
等
、
各
学

校
が
工
夫
し
多
様
な
教
育

機
会
を
確
保
し
て
い
る
。

保
護
者
に
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
学
習
支
援
が
選
択

肢
と
し
て
あ
る
こ
と
の
周

知
を
進
め
て
い
く
。

水道料金の在り方を検討

明石市が誇る大蔵海岸

ら
、
ふ
ね
遺
産
の
認
定
に

向
け
て
取
り
組
み
た
い
。

　

�　
な
お
、
現
在
、
文
化
博

物
館
の
あ
り
方
検
討
会
を

設
置
し
、
コ
ン
セ
プ
ト
や

方
向
性
に
つ
い
て
議
論
を

行
っ
て
お
り
、
明
石
型
生

船
を
は
じ
め
明
石
の
宝
で

あ
る
文
化
資
源
を
次
世
代

に
つ
な
い
で
い
く
た
め
に

ふ
さ
わ
し
い
展
示
の
在
り

方
を
検
討
し
て
い
く
。


